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我
が
国
に
お
け
る
条
約
難
民
の
認
定
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

瀋
陽
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
難
民
問
題
に
関
す
る
国
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
我
が
国
に
お
け
る
、
特
に
条
約
難
民

を
対
象
と
し
た
認
定
体
制
に
つ
い
て
は
、
人
権
政
策
上
・
外
交
政
策
上
見
直
す
べ
き
点
が
多
い
と
考
え
る
。

ト
ル
コ
国
籍
を
有
す
る
Ｂ
氏
（
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
十
三
年
（
行
ク
）
第
百
八
十
八
号
事
件
原
告
）
は
、
我
が
国
に
対
し

難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
、
難
民
の
地
位
に
関
す
る
議
定
書
所
定
の
難
民
（
以
下
「
条
約
難
民
」
と
い
う
。
）
と
し
て
認
定

す
る
よ
う
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
政
府
は
不
認
定
と
い
う
判
断
を
下
し
、
そ
の
判
断
に
対
す
る
異
議
申
出

に
つ
い
て
も
理
由
が
な
い
と
い
う
旨
の
裁
決
が
な
さ
れ
た
（
二
〇
〇
一
年
十
月
一
日
）
。

同
氏
は
退
去
強
制
令
書
に
基
づ
く
収
容
を
受
け
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
五
日
に
一
度
は
放
免
さ
れ
た
も
の
の
、
本
日
（
二

〇
〇
二
年
七
月
三
十
一
日
）
、
東
京
入
国
管
理
局
に
再
度
収
容
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
同
氏
に
つ
い
て
は
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
よ
り
条
約
難
民
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
二

〇
〇
二
年
三
月
十
四
日
付
け
で
そ
の
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的
に
も
権
威
あ
る
機
関
で
条
約
難
民
と
し
て
認
定
さ

れ
る
者
が
、
日
本
で
は
難
民
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

従
来
よ
り
日
本
は
、
条
約
難
民
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
認
定
者
数
・
認
定
率
と
も
に
低
く
、
認
定
に
関
す
る
審
査
体
制
が

一



不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
事
例
は
、
改
め
て
日
本
の
審
査
体
制
を
早
急
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
、
政
府
の
判
断
と
正
反
対
の
結
果
を
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
日
本
・
韓
国
地
域
事
務
所
が
下
し
て
い
る
が
、
こ
の
事

実
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

二

通
常
、
難
民
不
認
定
者
に
対
し
て
は
、
退
去
強
制
令
書
と
と
も
に
収
容
令
書
が
発
布
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、
そ
の
根
拠
規

定
で
あ
る
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
第
五
十
二
条
第
五
項
で
は
収
容
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
必
ず
し
も
、
収
容
が
強
制
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
、
Ｂ
氏
を
収
容
す
る
理
由
は
何
か
。

三

難
民
審
査
に
従
事
す
る
担
当
官
の
人
数
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
が
、
十
分
な
難
民
審
査
を
行
う
う
え
で
支
障
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

四

難
民
審
査
に
お
け
る
、
難
民
の
出
身
国
の
状
況
の
判
断
資
料
に
つ
い
て
収
集
・
研
究
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た

集
め
た
資
料
の
公
正
性
を
担
保
す
る
た
め
に
そ
れ
ら
を
公
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

五

我
が
国
に
お
け
る
難
民
認
定
の
審
査
基
準
を
明
ら
か
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

二



六

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
が
難
民
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
、
証
明
書
を
交
付
し
た
者
に
つ
い
て
、
出
身
国
へ
の
送

還
を
執
行
し
た
事
例
は
あ
る
か
。
こ
の
よ
う
な
者
は
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
第
三
十
三
条
に
よ
る
迫
害
国
へ
の
送
還
禁

止
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

七

退
去
強
制
令
書
発
付
後
の
あ
る
外
国
人
に
対
し
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
が
難
民
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
て
証

明
書
を
交
付
し
た
場
合
、
こ
れ
を
新
た
な
事
実
と
し
て
、
在
留
特
別
許
可
の
可
否
に
つ
い
て
再
吟
味
す
る
必
要
は
な
い
か
。

八

政
府
と
し
て
、
難
民
認
定
の
審
査
体
制
を
、
今
後
充
実
さ
せ
る
必
要
性
は
認
め
る
か
。
ま
た
、
具
体
的
に
今
後
体
制
を
充

実
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


